
  清水淳三病院長 
日本臨床外科学会の特別会員に推戴 

 清水淳三病院長は、令和7年11月20日の第87回日本臨床外科学会

評議員会（東京都）におきまして、長年の多大なる貢献に対し、日本臨床外

科学会の特別会員に推戴されました。  

 清水病院長は、2000年から2025年までの25年間に渡り、同学会の

評議員を勤められ、外科の臨床分野において、多くの学会発表をされ、そ

れらを積極的に論文化して来られました。 

 清水病院長にとっては、今回は6学会目の特別会員推戴となりました。 

北陸中央病院としても、大変に名誉なことと思います。 

 清水病院長は、令和8年3月末日で定年退職され、4月からは東京に異

動されます。これからも名誉院長として、北陸中央病院にお力添えを頂け

れば幸いに存じます。健康に十分留意されて、今後とも末永く病院のた

め、小矢部市民のために、ご指導頂けます事を期待しています。 

北陸中央病院の職員一同、心よりお祝いを申し上げます。 
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